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木造

災

住宅耐震補強助成事 件

害
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効果的か

か

つ効率的に建築物の耐

ら

震改修等の促進を図る

、

業費補助件数
ため、木

市

造住宅耐震補強助成事

民

業として補強計画と工

の

0 42,732 33,

生
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事

命

を一体とした木造住宅
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身
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体
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の方向 地震対策の推進

地震対策が必要な木造住宅及びブロック塀所有者等に対しての啓発活動及び各事業の補助件数について、目標値を上回る実績となっていることから、計画どおりである
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８

補強助成事業は令和7

月

年度までとしているた


